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高等教育研究開発推進センター日誌
 （2016 年 4 月 1 日～2017 年 3 月 31 日）
年　月　日 記　　　　　　　　　事
2016. 4. 6 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 28 年度第 1回）
4. 7 文学研究科プレ FDプロジェクト事前研修会
4.10 教授　飯吉　　透　National University of Singaporeにて Global Learning Council Meeting and 
Symposiumに参加及び登壇のためシンガポールへ海外出張（4.14 帰国）
4.11 教授　土佐　尚子　AGH University of Science and Technologyにて The Open Education Global 
Conferenceに参加及び情報収集のためポーランドへ海外出張（4.16 帰国）
4.19 漢陽大学訪問
4.20 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 28 年度第 1回）
4.27 関西地区 FD連絡協議会第 13 回幹事会
5. 8 教授　飯吉　　透　Phuket Graceland Resort and Spaにて Asia-Pacific Regional Education Conference 
への参加及び講演のためタイへ、香港大学にて Asian e-Tableへの参加及び講演のため香港
へ海外出張（5.14 帰国）
5.18 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 28 年度第 2回）
5.23 edX　Kathleen Duffy氏訪問
5.25 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 28 年度第 2回）
























































　　　　 「 大阪大学におけるアクティブラーニング教室と ICTを活用した教育改善の取り
組みの現状と課題」
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5.30 高等教育研究開発推進センター教育コンテンツ活用推進委員会（平成 28 年度第 1回）
6. 8 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 28 年度第 3回）
6.13 FD研究検討委員会（第 17 回）
6.22 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 28 年度第 3回）
6.23 IR勉強会
場所：京都大学吉田南 1号館 206 号室
講師：齊藤　貴浩（大阪大学未来戦略機構戦略企画室准教授）



































7.13 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 28 年度第 4回）



















































































































































































































9.14 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 28 年度第 6回）
高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 28 年度第 4回）
9.21 教授　飯吉　　透　e-Learning Korea 2016：Conferenceに参加及び講演のため韓国へ海外出
張（9.23 帰国）
京都大学高等教育研究第23号（2017）
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9.24 学校と社会をつなぐ調査（通称：10 年トランジション調査）
第 2回調査分析結果報告＆シンポジウム









　　 「なぜ 10 年トランジション調査か」



















10. 4 高等教育研究開発推進センター協議員会（平成 28 年度第 1回）
10.12 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 28 年度第 7回）















10.19 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 28 年度第 5回）







11. 9 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 28 年度第 8回）
11.14～16 2016 edX Global Forum参加（ソルボンヌ大学にて）
参加者：飯吉　　透（高等教育研究開発推進センター教授）
　　　　酒井　博之（高等教育研究開発推進センター准教授）
11.30 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 28 年度第 6回）
12. 7 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 28 年度第 9回）
12.21 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 28 年度第 7回）
2017. 1.11 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 28 年度第 10 回）
1.18 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 28 年度第 8回）
1.19 特定助教　後藤　崇志　2017 SPSP Conventionにて研究発表及び調査と情報収集のためアメ
リカへ海外出張（1.23 帰国）
1.23 高等教育研究開発推進センター教育コンテンツ活用推進委員会（平成 28 年度第 3回）
2. 2 高等教育研究開発推進センター協議員会（平成 28 年度第 2回）
2. 6 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 28 年度第 11 回）
高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 28 年度第 9回）
2.21 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 28 年度第 10 回）
2.23 文学研究科プレ FDプロジェクト 2016 年度事後研修会
3. 7 高等教育研究開発推進センター協議員会（平成 28 年度第 3回）
京都大学高等教育研究第23号（2017）
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3. 8 高等教育研究開発推進センター運営会議（平成 28 年度第 12 回）
高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 28 年度第 11 回）



















　■個人研究口頭発表　29 部会 115 件
　■個人研究ポスター発表　80 件
　■参加者企画セッション　14 件
3.20 第 5 期MOSTフェローシッププログラム修了式
3.21 第 6 期MOSTフェローシッププログラム第 1回ミーティング
3.23 高等教育研究開発推進センター運営委員会（平成 28 年度第 12 回）
 （寺井　佐加恵）
京都大学高等教育研究第23号（2017）
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高等教育研究開発推進センター組織
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高等教育研究開発推進センター教員業績











・ 岡本雅子・酒井博之・Isanka Wijerathene・飯吉透　2016.12.15　「京都大学MOOCにおける受講者対応について」大学 ICT
推進協議会年次大会（ポスターセッション），国立京都国際会館










































・ 飯吉透　2016.4.12　“Cross-cultural Good Practices and Deployment of Technology” Invited Talk and Panel, The 2nd Global Learning 
Council Symposium, National University of Singapore, Singapore
・ 飯吉透　2016.5.10　“Harnessing Artificial Intelligence and Open Education for Lifelong Learning: How can we empower communities 








・ 飯吉透　2016.9.20　「オープンエデュケーションと生涯学習：その課題と可能性」招待講演，第 86 回労働政策フォーラム，
放送大学東京文京学習センター
・ 飯吉透　2016.9.21　“Envisioning the Future of Education Openly and Innovatively” Invited Talk, e-Learning Korea 2016, Seoul, Korea
・ 飯吉透　2016.9.22　“Harnessing Educational Innovation to Evolve Higher Education” Invited Talk, Yonsei University, Seoul, Korea
・ 飯吉透　2016.11.5　“Community Engagement, Policy, and Practice at Kyoto University” University Social Responsibility Summit 
2016, Peking University, China












―  134  ―
の教育をとらえる」（パネル司会），第 20 回京都大学教育シンポジウム，京都大学
・ 飯吉透　2016.12.13　“Technology-Enhanced Education at Kyoto University” Presentation, Executive Seminar with EDUCAUSE President 








・ 松下佳代　2016.5　「共通教育における学習成果の直接評価―成果と課題―」『大学教育学会誌』第 38 巻第 1号，29–34．






・ 松下佳代　2017.3　「教育改革の “リソース” としての PISA―その批判的検討―」『カリキュラム研究』第 26 号，87–88．
【その他の著作物】
（一般雑誌）







・ 松下佳代　2016.12　「アクティブラーニングの評価」図書文化『指導と評価』第 62 巻第 744 号，21–23．



























・ 松下佳代　2016.7.3　「教育改革の “リソース” としての PISA―その批判的検討―」日本カリキュラム学会第 27 回大会
（課題研究Ⅳ「PISAの批判的再検討―国際的比較学力調査のポリティクス―」），香川大学教育学部．







JLSCP2015 調査を用いて―」第 68 回日本教育社会学会大会，名古屋大学．
・ 太田昌志・石田浩・耳塚寛明・佐藤香・秋田喜代美・松下佳代　2016.9.17　「能力認知と進学期待に関する親子の一致／
不一致―JLSCP2015 を用いた検討―」第 68 回日本教育社会学会大会，名古屋大学．
・ 香川めい・橋本尚美・石田浩・耳塚寛明・秋田喜代美・松下佳代・佐藤香　2016.9.17　「子どもの生活経験・体験の構造












力に与える影響―新潟大学歯学部における PBLの実践を事例として―」第 23 回大学教育研究フォーラム，京都大学．
・ 和田翔二朗・飯尾健・溝口侑・小山理子・松下佳代　2017.3.20　「アクティブラーニング・スペクトラムの提案」第 23 回
大学教育研究フォーラム，京都大学．






































・ 松下佳代　2016.5.22　「ディープ・アクティブラーニングへの誘い」日本教育カウンセリング学会　第 10 回公開講演＆シ
ンポジウム「アクティブ・ラーニングを深化させる教育カウンセリング―授業における関係作りへの貢献を問う―」，早
稲田大学．


































・ 松下佳代　2016.11.1　「評価とは何か」Ministry of Education Language Centre Japanese Department Assessment for Learning (Day 1 
No.1), MOELC Bishan Campus.
・ 松下佳代　2016.11.1　「評価の方法」Ministry of Education Language Centre Japanese Department Assessment for Learning (Day 1 
No.2), MOELC Bishan Campus.


















・ 松下佳代　2017.2.9　「学びを深めるアクティブ・ラーニング―ディープ・アクティブラーニングのすすめ―」第 60 回岩
手県教育研究発表会，岩手県立総合教育センター．
京都大学高等教育研究第23号（2017）
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響」『発達心理学研究』第 27 巻第 2号，148–157．
・ 舘野泰一・中原淳・木村充・保田江美・吉村春美・田中聡・浜屋祐子・高崎美佐・溝上慎一　2016.6　「大学での学び・
生活が就職後のプロアクティブ行動に与える影響」『日本教育工学会論文誌』第 40 巻第 1号，1–11．
・ 溝上慎一　2016.7　「アクティブ・ラーニングの背景と展開」『IDE（現代の大学教育）』第 582 号，9–12．
・ 三保紀裕・本田周二・森朋子・溝上慎一　2017.1　「反転授業における予習の仕方とアクティブラーニングの関連」『日本
教育工学会論文誌』第 40 巻増刊号，161–164．
・ Sugimura, K., Nakama, R., Mizokami, S., Hatano, K., Tsuzuki, M., & Schwartz, S. J.  2016.10  Working together or separately?: The 





38 巻 1 号，75–77．
・ 溝上慎一・森朋子・紺田広明・河井亨・三保紀裕・本田周二・山田嘉徳　2016.12　「Bifactorモデルによるアクティブ
京都大学高等教育研究第23号（2017）
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ラーニング（外化）尺度の開発」『京都大学高等教育研究』第 22 号，151–162．
【学会発表】
・ Nouchi, R., Sugiura, M., Mizokami, S., Yamamoto, Y., Kawata, S. H., Sakaki, K., Lee, J. H., Yamazaki, S., Kageyama, T., & 
Kawashima, R.  2016.4  General and specific selves: Differential functional brain network connectivity. Poster presented at Cognitive 
Neuroscience Society at 23rd Annual Meeting. (2016.4.2～5, New York, US)
・ Sugimura, K., Nakama, R., Mizokami, S., Hatano, K., & Tsuzuki, M.  2016.7.25  The relationships between separation, connectedness, 
and identity: A reconsideration with Japanese adolescents. Paper presented at the symposium, “Adolescent psychosocial development”, 














































・ 溝上慎一　2016.6.5　「なぜ今アクティブラーニングか」毎日新聞社横浜支局開局 110 年記念シンポジウム基調講演
・ 溝上慎一　2016.6.10　「アクティブ・ラーニングの在り方と指導方法―アクティブ・ラーニング型授業の質を高める工夫
と評価―」京都府総合教育センター講演
・ 溝上慎一　2016.6.17　「なぜアクティブラーニングが必要なのか」石川県教育センター平成 28 年度「アクティブラーニン
グ型授業で育む力」研修講座



























































・ 溝上慎一　2016.10.15　「教育学習支援に繋げる IR―IE（Institutional Effectiveness）とエビデンス指標―」ワオ・コーポ
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・ 溝上慎一　2017.2.10　「どんな高校生が，大学・社会で成長するのか」産業能率大学第 2回公開 FD研修会　基調講演
・ 溝上慎一　2017.2.13　「未来につながるアクティブラーニング―見える・つながる・ひろがる学生の学び―」名桜大学 FD
研修会講演





・ 溝上慎一　2016.4.1　「トランジションリレーを創り出すアクティブラーニング」『教育情報』第 18 号
・ 溝上慎一　2016.5.10　「アクティブラーニングで日本の教育の新しい地平を拓く」『大学ジャーナル』第 19 号
・ 溝上慎一　2016.6.1　「学びを社会につなげる『本物のアクティブラーニング型授業』―神奈川県・桐蔭学園の教育改革―」
『学研・進学情報』第 49 巻第 4号
・ 溝上慎一　2016.6.1　「大学，社会を展望できるキャリアと学業の架橋を再確認―『高校教育フォーラム 2016』に向けて―」
『学研・進学情報』第 49 巻第 4号
・ 溝上慎一　2016.6.6　「桐蔭学園　重い課題　懸命に議論（アクティブ・ラーニングって何？ 2）」『神奈川新聞』
・ 溝上慎一　2016.6.6　「新時代の教育考える―本社横浜支局 110 年でシンポ―」『毎日新聞』






2016，『学研・進学情報』2016 年 11 月号
・ 溝上慎一　2016.11.1　「これからの時代に求められる学校のあり方」『教育展望』第 62 巻第 10 号，2016 年 11 月号
・ 溝上慎一　2016.12　「主体的・対話的学びを基礎として深い学びへと―高等学校の実践」『指導と評価』2016 年 12 月号

























価―京都大学文学研究科プレ FDプロジェクトを対象に」日本教育工学会第 32 回全国大会，大阪大学
・ 香西佳美・田口真奈　2016.9.17　「MOOCでの実践経験を通じた大学教員の授業力量の変化―Technological Pedagogical 
Content Knowledge（TPACK）の形成に着目して」日本教育工学会第 32 回全国大会，大阪大学
・ 田口真奈・後藤崇志・毛利隆夫　2016.9.18　「日本人学生はグローバルMOOCを用いた反転授業をどのように受講した
か」日本教育工学会第 32 回全国大会，大阪大学



























『看護教育』，第 57 巻第 8号，648–654．











・ 岡本雅子・酒井博之・Isanka Wijerathene・飯吉透　2016.12.15　「京都大学MOOCにおける受講者対応について」大学 ICT
推進協議会年次大会（ポスターセッション），国立京都国際会館
・ 酒井博之　2016.12.16　「高等教育機関等における ICT利活用の現状と展望―H27 年度調査の結果から―」（ICT利活用調
査部会企画セッション，話題提供，オーガナイザー：重田勝介），大学 ICT推進協議会年次大会，国立京都国際会館
・ 酒井博之・岡本雅子・Isanka Wijerathene・飯吉透　2016.12.16　「京都大学におけるMOOCの開発と運用」大学 ICT推進
協議会年次大会（一般セッション），国立京都国際会館
・ Inaba, R., Sakai, H., Tsuji, Y., Hiraoka, N., and Shigeta, K.  2017.1.3  Use of ICT for higher education in Japan: An analysis based on 
student enrollment, 15th Annual Hawaii International Conference on Education, Honolulu. (Poster Presentation)（査読あり）
・ Shigeta, K., Sakai, H., Tsuji, Y., Inaba, R., and Hiraoka, N.  2017.3.8  An analysis of awareness, offering and adoption of OER and 











































・ 山田剛史　2016.6.11　「大学時代の経験は社会生活を支えてくれるのか」大学教育学会第 38 回大会，立命館大学
・ 河合道雄・山田剛史　2016.6.12　「大学教育の学習成果に留学経験が及ぼす影響についての検討」大学教育学会第 38 回大
会，立命館大学














































































・ 山田剛史　2017.3.5　大学コンソーシアム京都主催第 22 回 FDフォーラム（分科会）コーディネーター，京都府立大学











・ Naoko Tosa  2016.3  “Cross-Cultural Computing: An Artist’s Journey” Springer UK
・ Ryohei Nakatsu, Naoko Tosa, Matthias Rauterberg, Wang Xuan  2016.8  “Entertainment, Culture, and Media Art” in Handbook of 
Digital Games and Entertainment Technologies, Springer Singapore
【論文】
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・ 教育コンテンツ活用推進委員会委員
【社会活動】



















ングを用いた傾向の抽出」『博物館学雑誌』第 42 巻第 1号，19–35．
・ Go Yoshizawa, Mineyo Iwase, Motoko Okumoto, Keiichiro Tahara & Shingo Takahashi  2016.7  Q Workshop: An Application of Q 
Methodology for Visualizing, Deliberating and Learning Contrasting Perspectives Journal of Environmental and Science Education 
11(13), 6277–6302.
・ Ritsuko Kikusawa, Motoko Okumoto, Takuya Kubo, Laura Rodrigo  2016.7  Developing eLecture Materials for Hearing Impaired 
Students and Researchers: Designing Multiple-Video Programs and Usability Assessment. Computers Helping People with Special 























・ Katsuda, Y., Sato, S., Asano, L., Morimura, Y., Furuta, T., Sugiyama, H., Hagihara, M., Uesugi, M.  2016.7  A small molecule that 
represses translation of G-quadruplex-containing mRNA. J. Am. Chem. Soc., 138(29), 9037–9040.
【学会発表】
・ 久保泰雄・村上正行・飯山将晃・中塚智尋・森村吉貴・美濃導彦　2016.11.27　「タブレット端末を活用した学習における


















都大学高等教育研究開発推進センター『CPEHE Annual Report 2016』，16–26．
【学会発表】





・ 岡本雅子・酒井博之・Isanka Wijerathene・飯吉透　2016.12　「京都大学MOOCにおける受講者対応について」大学 ICT推
進協議会年次大会（ポスターセッション），国立京都国際会館





























・ Ozaki, Y., Goto, T., Kobayashi, M., & Hofmann, W.  2017.1  Counteractive control over temptations: Promoting resistance through 










・ Goto, T., Kano, K., & Nakanishi, K.  2016.7.29  Participation in an informal science class with a focus on science learning motivation: 
Antecedents and consequences. 31st International Congress of Psychology, Yokohama, Japan.
・ Komiya, A., Goto, T., Himichi, T., Murayama, K., & Sakaki, M.  2016.7.29  Regret facilitates learning: A card game experiment. 31st 
International Congress of Psychology, Yokohama, Japan.
・ Himichi, T., Osanai, H., Goto, T., Fujita, H., Kawamura, Y., & Nomura, M.  2016.7.29  Relationships between mindfulness and 
empathy. 31st International Congress of Psychology, Yokohama, Japan.
・ Kaneko, M., Minato, M., Kutsuzawa, G., Ozaki, Y., Goto, T., & Kuraya, T.  2016.8.2  Trait self-control is negatively related to emotion 
京都大学高等教育研究第23号（2017）
―  151  ―













・ Kano, K., Suga, M., Yoshizawa, G., Kudo, M., Mizumachi, E., Goto, T., & Ebina, K.  2016.9. 19  Engaging the public in STI policy 
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